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※1）重力式コンクリートダム：ダム堤体の自重により水圧等の外力に抵抗して、貯水機能を果たすように造られたダム。
※2）湛水面積：サーチャージ水位における貯水池の面積。
※3）サーチャージ水位：洪水時にダムによって一時的に貯留することとした貯水池の最高水位。
※4）常時満水位：非洪水時にダムによって貯留することとした貯水池の最高水位。
※5）最低水位：貯水池の運用計画上の最低の水位。





※1) LA5：予測値地点における騒音レベルの90パーセントレンジの上端値
※2) LAeq：等価騒音レベル
※3) 特定建設作業に伴って発生する騒音の規制に関する基準
※4) 自動車騒音の要請限度
※5) 騒音に係る環境基準値
なお、中川原地区では工事用車両の運行に係わる騒音が現況のレベルを大きく変化させるものではなく特に問題はありません。





　

注）・10ヵ年平均による結果を示す。
　　・水温の「ダム建設前に比べて放流水温が高い日数」は、放流水温が日々の10ヶ年変動幅を上回る日数を示す。また、「ダム建設前に比べて放流水温
　　　が低い日数」は、放流水温が日々の10ヶ年変動幅を下回る日数を示す。
   　・「下流河川」とは、川平橋地点の結果を示す。



注）〔 　〕は、事業者の調査では確認されておらず、文献のみで確認された種 
　オオクワガタについては、死骸個体の頭部のみの確認であり生存個体が確認されていないため、日田地域の有識者から事業区域周辺での生息に対して疑問の意見が出されている。 
　※1：文献のみで確認された種を含む。 
　※2：主要な生息環境の多くが改変区域内に分布するため、事業による影響を受けると予測した種 
　重要な種の選定根拠は植物のページを参照 
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